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研究成果の概要（和文）：　自律的学習者を育成するために情動知能に焦点をあてた教育プログラムを複数開発
した．1つ目は，マインドフルネスの実習を主としたプログラムで，研究代表者が所属する大学でだけでなく，
近くの高校にもそのプログラムの短縮版を提供している．
　2つ目は，地域の課題解決のために複数の大学の学生がチームを組んで取り組むプログラム．これは，問いを
たてる，ことと，信頼の関係性を創る，ことに焦点をあてて開発されている．
　3つ目は，ライフデザイン・ポートフォリオ講座．これは，人生の核心を参加者がペアで対話しながら探求し
ていくプログラムで，どのプログラムも，情動知能や内発的動機づけの向上の効果が確認されている．

研究成果の概要（英文）： We developed several educational programs focusing on emotional 
intelligence to develop autonomous learners. First one is a program of mainly mindfulness practice, 
not only at the principal investigator's university, but also at a shortened version of that program
 is available to nearby high schools.
 In the second, students from several universities work in teams to solve local problems. It has 
been developed with a focus on asking questions and creating relationships of trust.
 The third is the Life-design Portfolio course. This is a program that allows participants to 
explore the core of life through paired dialogue, and which in addition, the effect of improving 
emotional intelligence and intrinsic motivation has been confirmed.

研究分野：教育工学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
自律的学習者の育成に多くの大学や教育機関では，認知的スキル向上のためのプログラムの提供を行っている
が，本研究ではまったく新しい観点から，非認知的スキル向上のプログラムを開発した．最近欧米ではSEL（社
会性と情動の学習）という範疇で非認知的スキル向上のプログラムが提供されつつあるが，本研究で開発したプ
ログラムは，SELのプログラムとして提供でき，自律的学習者育成のプログラムとしてまったく新しいアプロー
チとなる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 

◎自律的学習者 

 自律的学習をターゲットにしたものとして自己調整学習の理論がある．しかし，Zimmerman

がいう自己調整学習の３要素（自己調整学習方略，自己効力感，目標への関与）は，いずれも認
知的なアプローチに重きが置かれており，意欲や人間関係に対する情動の役割が軽んぜられて
いる．しかし，情動は基礎の部分で我々の自律的な学習を支えているのではないかという仮説か
ら，本研究では，情動的アプローチにより自律的学習者を育てることの有効性を検証することを
目的とする．ここで，自律的な学習者とは「学習を面白いと感じ，日常生活においても自ら学習
していく人」と定義する．この定義のポイントの一つは前半で「学習を面白い」と感じ，内発的
動機が学習を推進するエンジンになっているという点，もう一つは後半で，学習活動が学校教育
の枠組みを越え，日常の生活の中でも起こることを重視している点である． 

 

◎情動知能（EI：Emotional Intelligence または EQ：Emotional Quotient） 

 情動知能とは，知能指数（IQ）に対応して，情動面の知能指数と呼ばれるものであり，Goleman

によると次の 5 つの要素から構成される．すなわち，(1)自己認識（感情を知る）,(2)自己制御（感
情を制御），(3)意欲（自身を動機づける），(4)共感（他者の感情を認識），(5)社会的能力（人間関
係をうまく処理）である．「意欲」はまさに自律的学習者に必要不可欠なものだが，「共感」や「社
会的能力」は，Deci ＆ Ryan らによる学習動機づけの理論である自己決定理論により指摘され
ている，自律的な動機づけのために必要な「肯定的な人間関係」を構築するために必要な能力で
ある．また，「自己認識」や「自己制御」は，学習項目に集中するためには必要であることは想
像に難くない．このように，情動知能の要素と自律的学習者が持つべき能力は重なっている部分
が多い．この点が，本研究の着想の原点である． 

 

２．研究の目的 

 

現在，自律的な学習者を育てるために数多くのプロジェクトが動いており，その多くは認知的
なアプローチを採用しているが，認知的な支援をすればするほど自律性から離れていく可能性
がある．そこで本研究では視点を 180 度変え．認知面からではなく，情動面からのアプローチ
で自律的学習者を育てることの有効性を検証する．情動面に着目する理由は，知能の情動的側面
である情動知能の要素が，自律的学習者が持つべき能力と重なるところが多いためである．具体
的な方法としては，医療や脳科学の分野で研究が進んでいるマインドフルネス・トレーニングを
基礎にして，高等教育に適合する情動知能を高めるトレーニング方法を開発し，それを実践した
結果として自律的学習者育成への効果の有無を検証する． 

 

■何をどこまで明らかにしようとしているのか 

◎自律的学習者育成を目的とした情動知能向上のプログラムを開発する 

 高等教育機関向けの情動知能の向上のために有効なプログラムを，現在，心身医療の分野で利
用されているマインドフルネス・トレーニングを基礎に開発する． 

◎情動知能からのアプローチが自律的学習者の育成に効果的か否かを明らかにする 

 上記のプログラムで情動知能の向上が確認されたら，それが，自律的学習者の育成に結びつい
ているかどうかを明らかにする．そのためには，前述の自律的学習者の定義に沿った測定対象お
よび，方法を開発する必要がある． 

 

３．研究の方法 

 
当初研究計画として記述したのは以下のとおり． 
 
研究初年度（平成 28 年度）に「高等教育機関向けの情動知能向上プログラム」を開発する．

これはマインドフルネス・トレーニングを基礎にした情動知能向上のプログラムである．研究 2
年目（平成 29 年度）には，「開発したプログラムの情動知能向上効果」を検証する．そして検証
結果に基づき，開発したプログラムの改善を実施し，より高等教育に適応したものにする．また，
研究最終年度に向けて自律的学習者を検証するための指標の構築を行う．研究最終年度（平成 30
年度）には，「開発したプログラムの自律的学習者育成効果」の検証と「プログラムの公開」を
行う．検証は授業中だけでなく，前年度のプログラム参加者に対する追跡調査も実施し，授業を
越えた自律的学習者育成に効果があったかどうかを検証する 
 
 実際には以下のとおり． 
 
平成 28 年度，研究は順調に進行し，SIY（Search Inside Yourself）ベースで，福井県内の高

等学校で 8 回×50 分，福井県内の大学で 15 回×90 分のマインドフルネスのプログラムを実施
した．その結果，この２つの試行ともで，日本語版の Wong and Law 情動知能指標（WLEIS）によ
り，情動知能が１％の有意水準で上昇したという結果が得られた．もう少し詳しく見ると，WLEIS



のサブ指標である，自己の感情評価，他者の感情評価，感情の利用，自己の感情の調整のうち，
自己の感情評価および自己の感情の調整において，１％有意水準で向上が認められた．この結果
は，先行研究のマインドフルネス・トレーニングの効果を MRI により調べた結果とも一致してい
る． 
 平成 29 年度では，前年度同様，大学生向けに半年 15 回のマインドフルネス・プログラムを実
施し，ほぼプログラムの内容は固まってきた．また，当該年度は，前年度の日本語版の Wong and 
Law 情動知能指標（WLEIS）だけでなく，首尾一貫感覚（SOC:Sense of Coherence）も測定し，統
計的に有意な向上があるという結果を得ている． 
自律的学習者の測定方法としては，自律的学習者の要件を抽出し，「問いを立てる力（内省力）」

と「信頼の関係性を創る力（関係力）」の２つが重要というモデルを構築した．また，内省力と
関係力に，マインドフルネス・トレーニングがどのように効果があるかを，このモデルに従って
考察し，仮説を作成した．次年度以降，この仮説に沿って，自律的学習者の割合を測る指標を構
築する． 
さらに，質問紙で，情動知能を測定するだけでなく，リアルタイムに情動知能や首尾一貫感覚

を測定するために，3 次元加速度センサーを使い，体の動きを 10m 秒間隔で計測し，それを分析
することにより，学習者の内部状態を推測する研究にも着手している．当該年度では，センサー
を選定し，実際の授業で問題なく使えるところまで確認した．また，測定方法や，質問紙で測定
した指標との突き合せ方など，ノウハウを蓄積しつつあるところである． 
平成 30 年度では，マインドフルネスを教育に活かすトレーニング方法として，医学分野の慢

性疼痛軽減のための MBSR（Mindfulness-Based Stress Reduction）と，ビジネス分野の能力向
上のための SIY（Search Inside Yourself）を検討し，実施したところ，MBSR では，実施条件が
厳しいため，大学生が授業や家庭で継続的に実施するには難しかった．一方，SIY は，自己認知，
自己コントロール，他者との信頼関係の構築など，大学生にとっても興味を引く部分が多く，無
理なく実施できた．従って，大学の授業等で実施するには，SIY ベースでマインドフルネスの実
習を行うことが適切と考える． 
効果の検証であるが，大学の半期 15 回の中で，SIY ベースでマインドフルネスの実習を実施

し，その前後で，情動知能の向上の有無を測定したところ，統計的に有意に情動知能が向上して
いることが認められた．情動知能の中でも特に，自分の感情を把握する力と感情をコントロール
（押さえつけるという意味ではなく）する力に向上が見られた．その意味で，マインドフルネス
の実習は効果があったということができる． 
また，大学だけではなく，社会人向けの公開講座で，SIY ベースでマインドフルネスの実習を

実施しているが，定量的な測定は実施していないが，アンケートによる定性的なフィードバック
によると，実生活における変化として，感情に巻き込まれにくくなったり，対人関係が変化した
りという報告も複数みられ，今後，マインドフルネスの方法論は，生涯教育の中でも取り入れて
いくべきものと考えられる． 
令和元年には，自律的学習者の大元に「安心感」があるのではないかという仮説を取り入れ，

情動知能がどう変化するかに関する研究を行った．この仮説は，神経生理学のポリヴェーガル理
論が，「安心感」により，副交感神経と交感神経が自動的に切り替わると指摘していることや，
心理学のアタッチメント理論が説く「安全基地（secure base）」があることにより，そこを拠点
に外界に挑戦ができる，ということベースに構築した．令和元年度は，この仮説を元に，マイン
ドフルネスやその他の実習を使って安心感が形成可能かどうか，また，安心感をどう測定するか，
に焦点をあてて研究を行った． 
 
４．研究成果 
 

(1) 情動知能に着目した自律的学習者を育成するプログラムを複数開発した 

 

もともとはマインドフルネスをベースにしたプログラムを構築する予定であったが，マイン

ドフルネスベースのプログラムだけでなく「問いを立てる」ことと「（信頼の）関係性を創る」

ことに焦点をあてた PBL（Project-Based Learning）および，人生の意味をペアメンタリングを

通して 2 日間かけて探究するライフデザイン・ポートフォリオなど，複数のプログラムを開発

し，その効果を確認した． 

 

◎マインドフルネス講座 

マインドフルネスのプログラムは，医療で用いられている MBSR（Mindfulness-Based Stress 

Reduction）や MBCT（Mindfulness-Based Cognitive Therapy）を試したが，厳格すぎて学生が

ついてこず，Google が開発した SIY（Search Inside Yourself）を試すと学生にも受け入れられ

た．その後，大学の授業だけでなく，大学の公開講座，高校のヘルスセミナー，地域の方向けの

講座等でも，SIY ベースで講座を行い，手軽に取り組んでもらえるようになった． 

 

◎地域の課題解決型授業 



「問いを立てる」ことと「関係性を創る」ことに焦点をあてた，地域の課題解決型の PBL は，

複数の大学の学生がチームを組み，地域の方から出された問題提起を受け，自分たちでフィール

ドワークをして，問題定義から解決策の提案までを行う．この中で，深い問いを立てるために，

デザイン思考を，チームメンバー間で信頼の関係性が育まれ，うまく働くためにリーダシップト

レーニングの要素をいれて実施した．その結果，情動知能および内発的動機づけに関して，実施

前後で統計的に有意に向上しており効果が認められた．図１に，そのメカニズムを示すが，問い

を立てることによりメンタルモデルの変化を促進でき，Growth Mindset の形成をサポートし，

（信頼の）関係性を創ることにより，心理的安全性が醸成されると考えられる．また，心理的安

全性が確保できると，恐れや執着から比較的自由になりやすくなり，メンタルモデルの変化がよ

り促される結果となる． 

 

 

◎ライフデザイン・ポートフォリオ講座 

 自律的学習者や情動知能向上の大本に，問いや関係性だけでなく，自分の人生の意味を掴ん

でいるか否か，ということもあるのではないかという仮定のもと，大学の教員向けに開催されて

いるティーチング・ポートフォリオ（TP）WS（ワークショップ）や，アカデミック・ポートフォ

リオ（AP）WS をベースに，社会人向けに人生の核心を探求するライフデザイン・ポートフォリ

オ（LP）講座を開発した．TPWS や APWS と LP 講座の相違点は，前者は，2 日間半かけて専任のメ

ンター（話を聞いてくれる人）がついて話を聞いてくれるが，後者は 1 日半で交互にメンターを

担当するというピアメンター制であるところだ．社会人向けの LP 講座は，SOC（首尾一貫指標）

の下位尺度である，把握可能感，処理可能感，有意味感とも前後で統計的に有意に向上した．ま

た，大学生向けに実施した LP 講座では，大学生活の核心を探求したが，終了後の感想では，多

様性の理解，内発的動機づけの向上，自己肯定感の向上という感想が複数あった． 

 

(2) 開発したプログラムを他大学にも広める 

 

 マインドフルネス講座は，研究代表者が所属する大学だけでなく，福井県外の１つの大学の授

業，および，福井県内の高校の学生向けに今まで，5 校で実施した．そのうち 1 校は，定期的（1

ヶ月に 1 回）に講座を実施している．できれば，マインドフルネスを教える先生を教えるプログ

ラムを開発・実施したいのだが，まだそこまでは行っていない． 

LP 講座は，社会人向けの公開講座としては，今まで，4 つの大学の公開講座として開講されて

いる．また，大学生向けの LP 講座も，３つの大学と１つの専門学校で開講されており，すべて

本研究で創られたプログラムに沿って実施さいれている． 

地域の問題解決型授業は，ある程度パッケージ化しているので，必要があればいつでもノウハ
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図１ 問いと関係性のメカニズム 



ウを他大学等に渡せる段階ではあるが，まだ他大学からそういったオファーは来ていない．ただ，

いくつかの大学・高専から見学の先生方は何回か参加されている． 

最近，SEL（Social and Emotional Learning：社会性と情動の学習）という範疇で情動知能向

上を目指そうという動きが欧米を中心に出ていているが，今回開発したプログラムはすべて，

SEL の枠組みの中に入ると考えられる． 
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